
        

 

 

 

 

【受講者の皆様へのお願い】 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主催者としての対応】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【研修中の感染防止対策】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

社会福祉法人横浜市社会福祉協議会 

福祉保健研修交流センターウィリング横浜 

 

密接場面を避けるよう、研修内容の 

調整を行い、実施します。 

新型コロナウイルス感染拡大防止対策に 

ご協力ください! 

マスクの着用をお願いします。 

手洗いの励行をお願いします。 

       また、手指消毒液を設置しますので、 

ご利用ください。 

研修当日は、来館前に検温をお願い 

いたします。受付時に体温や、体調の 

確認をさせていただきます。 

体調不良（発熱や咳等の症状）の方、新型コロナウイルス感染症“陽性”の診断を受けた方、 

またはその濃厚接触者と認められた方は、来館をお控えください。 

交流スペース（５・１２階）では、食事は 

できません。また、研修室内での飲食 

の際、席の移動はできません。 

休憩時間中には研修室の扉を全て 

開け、換気を行います。 

研修終了後は、研修に用いた物品の 

拭き取り消毒をします。 

■換気について 
ウィリング横浜はビル管理法に基づき、常時、外気を取り入れた換気が行われています。 

したがって、換気の悪い密閉空間ではありませんが、密な状態を避けるため、利用人数 

に余裕を持った研修室の確保をしています。 

講師は、マスクをしたまま、講義を 

行います。 
前後左右の座席と、適切な距離を 

設けます。 

受講者間で直接マイクの受け渡しは 

行いません。 

研修用物品の共有は最低限とします。 

共有を必要とする場合は、消毒を徹底 

できるよう準備します。 


